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第
一
章

基
本
財
産
か
ら
林
業
経
営
体
へ
（
一
九
七
六
年
ま
で
）

農
学
部
附
属
演
習
林
は
現
在
、
六
地
方
演
習
林
、
林
木
育
種
試
験
場
な
ど
か
ら
成
り
、
合
計
面
積
は
お
よ
そ
六
万
五
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
あ
る
。
そ
の
創
設
は
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
な
の
で
、
北
大
一
二
五
周
年
の
二
〇
〇
一
年
が
す
な
わ
ち
演
習
林
一
〇
〇
周
年

に
当
た
る
。

表
１
に
み
る
よ
う
に
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
に
現
在
の
雨
龍
地
方
演
習
林
が
創
設
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
そ
れ
以
降
、
明
治

後
期
か
ら
第
二
次
大
戦
後
に
か
け
て
中
川
、
苫
小
牧
、
天
塩
、
和
歌
山
、
檜
山
地
方
演
習
林
の
順
に
相
次
い
で
設
定
さ
れ
た
。
こ
の
う

ち
雨
龍
、
中
川
、
天
塩
の
各
地
方
演
習
林
は
い
ず
れ
も
当
時
の
北
海
道
国
有
林
（
内
務
省
所
管
）
か
ら
所
管
換
え
を
受
け
た
も
の
で
、

北
海
道
に
大
土
地
所
有
を
創
出
し
よ
う
と
す
る
拓
殖
政
策
と
結
び
つ
い
て
設
定
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
過
程
で
、
大
正
初
期
に
は
樺
太
、

朝
鮮
、
台
湾
に
も
演
習
林
が
設
定
さ
れ
た
が
（
表
２
）、
第
二
次
大
戦
の
終
結
と
と
も
に
当
然
な
が
ら
接
収
さ
れ
た
。

創
立
当
初
の
雨
龍
地
方
演
習
林
が
札
幌
農
学
校
第
一
基
本
林
、
中
川
地
方
演
習
林
が
同
第
二
基
本
林
の
名
称
を
得
て
「
札
幌
農
学
校

維
持
資
金
」
に
編
入
さ
れ
た
事
実
に
示
さ
れ
る
と
お
り
、
北
大
演
習
林
は
当
初
か
ら
教
育
・
研
究
の
た
め
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
北
大

の
基
本
財
産
と
し
て
の
性
格
を
強
く
付
与
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
例
え
ば
、
昭
和
期
に
入
っ
て
雨
龍
地
方
演
習
林
の
中
央
部
分
、
約

六
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
当
時
の
雨
龍
電
力（
株
）に
売
却
さ
れ
、
そ
の
収
益
が
北
大
の
施
設
建
設
に
あ
て
ら
れ
た
よ
う
に
、
演
習
林
は

必
要
に
応
じ
て
北
大
の
財
政
を
ね
ん
出
す
る
使
命
を
課
せ
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
一
方
で
は
、
す
で
に
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
か
ら
端
緒
的
に
開
始
さ
れ
、
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
に
「
森
林
科
」

が
創
設
さ
れ
て
本
格
化
し
た
林
学
教
育
を
補
う
学
生
実
習
の
場
と
し
て
、
ま
た
森
林
に
関
す
る
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
次
第
に
重
要

性
が
増
し
て
い
っ
た
。
学
生
実
習
で
は
苫
小
牧
地
方
演
習
林
が
創
設
当
初
よ
り
大
い
に
利
用
さ
れ
、
大
正
期
か
ら
は
道
北
の
各
地
方
演
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習
林
の
利
用
度
数
も
高
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
森

林
管
理
の
長
期
的
な
基
本
方
針
を
示
す
「
施
業
案
」
も
明
治

末
期
か
ら
各
地
方
演
習
林
で
編
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
北

大
演
習
林
の
基
本
性
格
は
依
然
と
し
て
大
学
の
基
本
財
産
の

側
面
を
色
濃
く
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

戦
後
も
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
入
っ
て
、
演
習
林
の
教

育
・
研
究
体
制
が
農
学
部
林
学
科
、
林
産
学
科
を
含
め
て
議

論
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
に
「
演

習
林
研
究
部
」
が
発
足
、
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
に
は

「
北
海
道
大
学
農
学
部
附
属
演
習
林
規
程
」
が
制
定
さ
れ
た
。

こ
の
「
規
程
」
は
第
一
条
で
「
演
習
林
は
、
林
学
及
び
林
産

学
に
関
す
る
教
育
及
び
試
験
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す

る
」
と
う
た
っ
て
い
る
。
一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
に
は

こ
れ
に
基
づ
い
た
「
演
習
林
将
来
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
こ

こ
に
よ
う
や
く
北
大
の
基
本
財
産
の
性
格
を
脱
し
て
自
主
的

な
教
育
・
研
究
機
関
に
再
編
成
さ
れ
る
契
機
が
生
ま
れ
た
。

だ
が
こ
の
当
時
、
北
大
演
習
林
全
体
で
機
械
化
が
あ
る
程

度
、
進
展
し
て
森
林
伐
採
の
生
産
性
が
向
上
し
た
こ
と
を
背

景
に
、
北
大
演
習
林
は
こ
の
過
程
で
林
業
経
営
体
と
し
て
の

面積（ha）
２２，３６８
１８，０６７
２１，４９８
２，７１５
１０１
４２９

６５，２９６

創 設 年
１９１２（明治４５）年
１９０２（明治３５）年
１９０１（明治３４）年
１９０４（明治３７）年
１９５６（昭和３１）年
１９２５（大正１４）年

所 在 地
北海道幌延町
同 音威子府村・中川町
同 幌加内町
同 苫小牧市
同 上ノ国町
和歌山県古座川町

林 名
天 塩
中 川
雨 龍
苫小牧
檜 山
和歌山
合 計

面積（ha）
２６，１１８
１６，３７７
６，９３６
４９，４３１

創 設 年
１９１３（大正２）年
１９１３（大正２）年
１９１６（大正５）年

所 在 地
元恵須取支庁恵須取郡
元朝鮮全羅北道茂朱郡
守城大山及び東眼山

林 名
樺 太
朝 鮮
台 湾
合 計

表１ 各地方演習林の創設年次と現在の所有面積

注１）北海道大学『北大百年史 部局史』（１９８０年）９７５ページ及び北海道大学農学部附属演習林資料より。
２）２０００年時点の面積。ただし合計面積には林木育種試験場（１９．６ha）、札幌実験苗畑（２．７ha）、豊平試験地
（９４．０ha）、忍路試験地（１．４ha）を含む。

表２ 終戦（１９４５年）とともに接収された北大演習林

注１）北海道大学『北大百年史 部局史』（１９８０年）９７５ページより。
２）面積は終戦直前のもの。

901 農学部附属演習林



性
格
も
強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
各
地
方
演
習
林
に
つ
い
て
標
準
事
業
量
が
決
め
ら
れ
、
あ
と
は
各
地
方
演
習
林
の
自
主
性
に
委
ね
ら

れ
て
、
事
業
的
規
模
の
森
林
伐
採
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
に
は
直
営
労
働
組
織
と
し
て
の
林
業
技

能
補
佐
員
制
度
を
発
足
さ
せ
て
人
的
組
織
の
充
実
を
図
り
、
ま
た
機
械
、
林
道
な
ど
の
整
備
も
行
っ
て
経
営
基
盤
の
拡
充
を
図
っ
た
。

こ
う
し
て
基
本
財
産
の
性
格
を
払
拭
し
て
教
育
・
研
究
機
関
へ
発
展
す
る
足
が
か
り
を
固
め
る
と
と
も
に
、
同
時
に
林
業
経
営
体
の
性

格
を
強
め
て
、
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
森
林
伐
採
と
森
林
造
成
に
大
き
な
力
を
注
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
章

新
し
い
北
海
道
大
学
演
習
林
（
一
九
八
〇
年
代
以
降
）

―
―
長
期
計
画
の
策
定
と
フ
ィ
ー
ル
ド
教
育
・
研
究
機
関
へ
の
展
開
―
―

教
育
・
研
究
機
関
と
し
て
の
演
習
林
の
あ
り
方
を
初
め
て
示
し
た
「
北
海
道
大
学
農
学
部
附
属
演
習
林
規
程
」
の
策
定
以
降
、
演
習

林
を
取
り
ま
く
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
た
。
第
一
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
利
用
が
林
学
科
、
林
産
学
科
ば
か
り
で
は
な
く
、
北
大
内
外
の

自
然
科
学
を
中
心
と
す
る
多
く
の
研
究
分
野
に
拡
大
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
演
習
林
の
森
林
の
変
化
で
あ
り
、
創
設
以
来
の
財
産

林
的
管
理
、
経
営
の
結
果
、
森
林
が
量
的
に
も
質
的
に
も
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、「
演
習
林
将
来
計

画
」
の
な
か
で
演
習
林
の
財
産
林
的
性
格
を
払
拭
し
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
経
営
試
験
と
位
置
づ
け
て
教
育
・
研
究
体
制
の
自
立
を
目

指
し
た
も
の
の
、
長
年
の
二
重
的
性
格
か
ら
は
完
全
に
脱
し
き
れ
ず
、
と
も
す
れ
ば
事
業
本
位
に
流
れ
が
ち
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

た
だ
し
一
方
で
は
「
演
習
林
将
来
計
画
」
の
も
と
で
地
方
演
習
林
諸
施
設
の
改
善
、
林
業
技
能
補
佐
員
の
制
度
化
、
林
道
網
・
車
両
類

の
充
実
な
ど
試
験
研
究
を
発
展
、
充
実
さ
せ
る
た
め
の
条
件
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
な
外
的
、
内
的
環
境
変
化
の
も
と
で
、
教
育
・
研
究
の
場
と
し
て
の
演
習
林
の
位
置
づ
け
を
確
保
す
る
た
め
、
一
九
八

〇
年
代
に
入
る
と
す
ぐ
に
演
習
林
将
来
計
画
改
訂
の
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
過
程
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、「
演
習
林
規
程
」
の

設
置
目
的
（
第
一
条
）
を
、「
林
学
及
び
林
産
学
に
関
す
る
教
育
及
び
試
験
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
か
ら
「
林
学
・
林
産

学
及
び
森
林
を
め
ぐ
る
諸
科
学
に
関
す
る
教
育
及
び
試
験
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
に
改
め
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
森
林

を
め
ぐ
る
諸
科
学
」
と
い
う
文
言
を
付
け
加
え
た
結
果
、
演
習
林
の
性
格
は
「
林
業
」
的
事
業
体
か
ら
「
森
林
科
学
」
を
基
礎
と
し
た

大
規
模
野
外
研
究
組
織
へ
と
次
第
に
変
化
し
、
さ
ら
に
一
〇
年
後
の
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

「
演
習
林
将
来
計
画
」
は
一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年
三
月
に
改
訂
さ
れ
た
。
改
訂
の
特
徴
は
第
一
に
、
演
習
林
に
お
け
る
経
営
試

験
の
遂
行
に
当
た
り
一
〇
年
間
の
長
期
計
画
編
成
を
義
務
づ
け
て
、
各
地
方
演
習
林
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
森
林
の
特
徴
や
施
業
経
過
を
生

か
し
た
試
験
課
題
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
二
に
、
各
年
度
の
試
験
課
題
と
長
期
計
画
と
の
関
連
を
年
度
計
画
と
し
て
明
示
す

る
こ
と
に
し
て
、
年
度
課
題
の
実
行
結
果
は
『
試
験
年
報
』
と
し
て
発
刊
し
、
演
習
林
内
外
に
公
開
す
る
こ
と
と
し
た
。
第
三
に
、
演

習
林
の
研
究
と
経
営
試
験
の
遂
行
を
そ
れ
ぞ
れ
強
化
す
る
目
的
で
、
「
演
習
林
研
究
部
」
を
「
基
礎
研
究
部
門
」
と
「
経
営
研
究
部
門
」

に
分
け
た
。

ま
た
「
演
習
林
将
来
計
画
」
の
改
訂
に
伴
い
、
経
営
試
験
の
目
的
も
そ
れ
ま
で
の
「
林
業
に
関
す
る
個
別
経
済
の
あ
り
方
を
組
織
的

な
ら
び
に
体
系
的
に
研
究
す
る
」
か
ら
、「
森
林
と
そ
の
経
営
に
関
す
る
研
究
教
育
を
組
織
的
、
体
系
的
に
行
う
」
に
改
め
た
。
し
か

し
、
こ
の
目
的
は
と
も
す
れ
ば
拡
大
解
釈
さ
れ
、
標
準
事
業
量
に
基
づ
き
事
業
的
規
模
の
伐
採
が
引
き
続
き
行
わ
れ
る
こ
と
の
免
罪
符

に
さ
れ
て
、
第
一
期
長
期
計
画
の
あ
い
だ
事
業
と
教
育
・
研
究
の
相
克
が
続
く
要
因
と
な
っ
た
。

第
一
期
長
期
計
画
（
苫
小
牧
・
檜
山
・
和
歌
山
地
方
演
習
林
は
一
九
八
四
〜
九
三
年
、
天
塩
・
中
川
・
雨
龍
地
方
演
習
林
及
び
林
木

育
種
試
験
場
は
一
九
八
五
〜
九
四
年
）
期
間
中
は
行
政
改
革
の
時
期
と
重
な
り
、
演
習
林
自
体
の
存
在
意
義
も
厳
し
く
問
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
文
部
省
の
指
導
、
行
政
監
察
局
の
勧
告
な
ど
全
国
的
規
模
で
展
開
さ
れ
た
演
習
林
縮
小
の
流
れ
の
な
か
で
、
全
国
大
学
演
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習
林
面
積
の
過
半
を
占
め
る
北
大
演
習
林
の
生
き
残
り
へ
の
対
応
も
急
務
と
な
っ
た
。
演
習
林
の
地
位
が
不
安
定
さ
を
増
す
事
態
に
対

し
て
、
教
育
・
研
究
機
関
と
し
て
の
演
習
林
組
織
や
フ
ィ
ー
ル
ド
の
存
在
価
値
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
現
状
の
組
織
体
制
に
つ

い
て
実
行
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
演
習
林
改
革
に
着
手
す
る
と
い
う
合
意
の
下
、
さ
ら
な
る
内
部
改
革
が
進
め
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
方
向
性
の
一
つ
と
し
て
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
よ
り
演
習
林
独
自
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
が
企
画
さ
れ
た
。
当
初
設

定
さ
れ
た
研
究
課
題
は
、「
北
海
道
北
部
森
林
帯
に
お
け
る
水
質
保
全
機
能
」、「
天
然
林
の
動
態
」、「
更
新
技
術
の
開
発
と
そ
の
施
業

シ
ス
テ
ム
化
」、「
野
生
生
物
の
保
護
管
理
」、「
山
火
事
跡
地
強
風
寒
冷
地
に
お
け
る
森
林
造
成
法
の
確
立
」
の
五
テ
ー
マ
で
あ
り
、
後

に
「
土
木
技
術
の
開
発
と
そ
の
施
業
シ
ス
テ
ム
化
」、「
地
域
と
演
習
林
」
の
二
テ
ー
マ
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
七
テ
ー
マ
は
、
演

習
林
の
目
標
で
あ
る
事
業
と
研
究
の
真
の
一
致
を
目
指
し
、
自
然
科
学
に
関
す
る
基
礎
デ
ー
タ
の
充
実
、
演
習
林
全
体
の
連
携
、
演
習

林
の
広
大
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
組
織
を
十
分
に
活
用
し
た
研
究
の
進
展
、
伐
採
量
を
含
む
事
業
量
の
再
検
討
な
ど
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、

教
官
の
み
な
ら
ず
演
習
林
技
官
の
参
加
を
基
本
に
し
て
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
演
習
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
得
ら
れ
た
研
究
成
果
を
効
率
的

に
管
理
し
、
積
極
的
に
公
表
す
る
た
め
、
森
林
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
も
開
始
さ
れ
た
。

第
一
期
長
期
計
画
で
森
林
科
学
へ
の
方
向
転
換
を
宣
言
し
た
の
ち
、
演
習
林
は
土
壌
学
、
河
川
・
動
物
生
態
学
、
地
質
学
な
ど
の
研

究
者
を
教
官
と
し
て
積
極
的
に
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
こ
の
時
期
に
演
習
林
の
若
手
教
官
が
「
演
習
林
改
革
案
」
を
ま
と
め
、

「
こ
れ
ま
で
の
森
林
の
経
済
的
側
面
に
関
す
る
試
験
研
究
へ
の
偏
重
を
改
め
、
地
球
的
規
模
で
の
テ
ー
マ
を
含
め
た
森
林
の
利
用
・
保

全
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
広
大
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
使
っ
た
大
規
模
か
つ
長
期
的
な
研
究
を
お
こ
な
う
」
方
向
へ
の
転
換
を
提
言
し
た
。

第
二
期
長
期
計
画
は
こ
の
答
申
に
基
づ
い
て
編
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
事
業
的
規
模
の
伐
採
は
演
習
林
の
予
算
積
算
根
拠
と
の
関
連
も
あ
り
、
第
一
期
長
期
計
画
期
間
中
も
継
続
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
森
林
の
質
的
劣
化
が
一
層
加
速
さ
れ
、
生
物
多
様
性
研
究
な
ど
演
習
林
の
目
指
す
研
究
目
的
を
崩
壊
さ
せ
る
恐
れ
が
生
じ
た
た
め
、

そ
の
後
半
に
な
っ
て
伐
採
量
を
減
少
さ
せ
る
方
針
が
決
定
さ
れ
、
こ
こ
に
標
準
事
業
量
の
慣
習
が
放
棄
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
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方
針
は
第
二
期
長
期
計
画
期
間
中
も
継
続
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
時
点
の
伐
採
量
は
第
一
期
長
期
計
画
当
初
の
一
割
程
度

に
ま
で
減
少
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
森
林
の
回
復
を
進
め
る
更
新
作
業
に
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

第
二
期
長
期
計
画
（
全
地
方
演
習
林
、
林
木
育
種
試
験
場
が
一
斉
に
一
九
九
五
〜
二
〇
〇
四
年
）
は
、
第
一
期
長
期
計
画
の
途
中
か

ら
着
手
し
た
演
習
林
の
内
部
改
革
の
延
長
上
に
策
定
さ
れ
、
そ
の
た
め
第
一
期
長
期
計
画
に
お
け
る
教
育
・
研
究
方
針
に
大
幅
な
変
更

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
初
め
て
北
大
演
習
林
全
体
の
統
一
試
験
課
題
「
森
林
動
態
お
よ
び
森
林
機
能
の
解
明
と
資
源
管
理

の
体
系
化
」
が
設
定
さ
れ
、「
森
林
の
動
態
に
関
す
る
教
育
・
研
究
」、「
森
林
の
環
境
機
能
に
関
す
る
教
育
・
研
究
」、「
森
林
の
生
物

管
理
に
関
す
る
教
育
・
研
究
」、「
地
域
資
源
管
理
に
関
す
る
教
育
・
研
究
」
の
四
分
野
に
分
け
て
課
題
を
遂
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ

れ
ら
の
分
野
は
第
一
期
長
期
計
画
期
間
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
テ
ー
マ
を
発
展
的
に
再
編
成
し
た
も
の
で
、
従
来
の
経
営
研
究
の

な
か
で
行
わ
れ
て
き
た
事
業
的
な
研
究
も
森
林
施
業
技
術
の
体
系
化
を
目
指
す
研
究
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
高

度
な
研
究
を
効
率
的
に
推
進
す
る
た
め
研
究
部
門
の
見
直
し
を
お
こ
な
い
、「
基
礎
研
究
部
」
と
「
経
営
研
究
部
」
の
体
制
を
「
森
林

動
態
学
部
門
」、「
森
林
環
境
機
能
学
部
門
」、「
森
林
生
物
管
理
学
部
門
」、「
地
域
資
源
管
理
学
部
門
」
の
四
部
門
に
再
編
成
し
た
。
さ

ら
に
、
演
習
林
の
組
織
研
究
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
天
塩
、
中
川
、
雨
龍
地
方
演
習
林
の
統
合
組
織
で
あ
る
北
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
、

苫
小
牧
、
檜
山
、
和
歌
山
地
方
演
習
林
及
び
札
幌
の
統
合
組
織
で
あ
る
南
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
名
寄
市
と
苫
小
牧
市
に
置
く
こ

と
に
し
た
。
同
時
に
地
方
演
習
林
の
名
称
も
、
森
林
に
関
す
る
総
合
的
な
教
育
・
研
究
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
意
味
か
ら
「
研
究
林
」

に
改
め
た
が
、
演
習
林
の
設
置
基
準
や
北
大
内
部
に
お
け
る
文
書
規
定
変
更
の
煩
雑
さ
な
ど
か
ら
、
現
在
は
「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」、「
研

究
林
」
と
も
に
演
習
林
の
内
部
措
置
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

第
二
期
長
期
計
画
と
同
時
期
に
大
学
院
重
点
化
が
実
現
し
た
た
め
、
一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
度
よ
り
演
習
林
も
「
北
方
森
林
保

全
学
」
講
座
と
し
て
、
環
境
資
源
学
専
攻
の
協
力
講
座
の
形
な
が
ら
も
自
ら
院
生
定
員
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
〇
（
平
成
一

二
）
年
度
で
約
四
〇
名
の
院
生
が
、
先
述
の
四
部
門
を
基
本
と
す
る
指
導
体
制
の
も
と
で
研
究
に
励
ん
で
い
る
。
森
林
科
学
研
究
の
場
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を
標
榜
し
て
以
来
、
演
習
林
は
教
官
ス
タ
ッ
フ
を
林
学
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
形
で
補
充
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
教
官
の
半
数
以
上

は
林
学
・
林
産
学
以
外
の
研
究
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
演
習
林
の
研
究
部
門
は
従
来
の
林
学
研
究
に
偏
ら
な
い
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
教
育
・
研
究
機
関
と
し
て
の
演
習
林
の
新
し
い
フ
レ
ー
ム
が
固
ま
る
に
つ
れ
て
、
演
習
林
の
位
置
づ
け
も
変
化
し
て

い
る
。
酸
性
降
下
物
や
地
球
温
暖
化
の
森
林
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
長
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
試
み
が
一
九
九
二
（
平
成
四
）

年
度
よ
り
全
国
の
演
習
林
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
形
で
進
め
ら
れ
、
北
大
演
習
林
は
そ
の
中
心
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
ま
た
、
一
九
九
〇
年
代
終
盤
に
は
大
規
模
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
国
立
環
境
研
究
所
と
の
共
同
研
究
な
ど
が
苫
小
牧
地
方
演
習

林
、
天
塩
地
方
演
習
林
を
観
測
拠
点
と
し
て
開
始
さ
れ
、
教
官
ば
か
り
で
は
な
く
技
官
も
積
極
的
に
参
加
し
て
研
究
成
果
を
挙
げ
て
い

る
。さ

ら
に
、
技
官
組
織
改
編
の
動
き
の
な
か
で
演
習
林
も
一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
度
よ
り
技
術
官
制
度
に
移
行
し
、
そ
れ
ま
で
の

掛
長
制
度
か
ら
技
術
長
・
技
術
班
長
制
度
に
再
編
成
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
教
育
・
研
究
面
で
果
た
す
べ
き
技
術
官
の
役
割
は
さ
ら

に
重
要
に
な
り
、
教
官
の
単
な
る
補
助
者
で
は
な
く
森
林
技
術
者
と
し
て
演
習
林
の
運
営
に
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
技
術
官
も
積
極
的
に
海
外
の
調
査
・
研
究
に
参
加
し
、
活
動
の
場
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ロ
シ
ア
（
含
サ
ハ

リ
ン
）、
北
米
、
中
国
、
韓
国
な
ど
へ
と
拡
大
し
て
い
る
。

一
方
、
大
学
院
重
点
化
の
終
了
と
と
も
に
文
部
省
は
大
学
改
革
で
取
り
残
さ
れ
た
附
属
施
設
の
見
直
し
に
本
格
的
に
着
手
し
た
。
一

九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
、
文
部
省
に
「
国
立
大
学
に
お
け
る
農
場
・
演
習
林
等
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
」
が
設

け
ら
れ
、
国
立
大
学
に
お
け
る
農
場
・
演
習
林
等
の
現
状
分
析
と
望
ま
し
い
将
来
像
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
「
会
議
」
は
、

諸
施
設
の
教
育
・
研
究
機
能
強
化
の
た
め
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
の
発
展
を
提
起
す
る
と
と
も
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
設
立
に
向

け
た
附
属
施
設
の
統
合
を
示
唆
し
た
。

附
属
施
設
を
取
り
ま
く
厳
し
い
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
演
習
林
は
第
一
期
長
期
計
画
期
間
中
よ
り「
森
林
科
学
研
究
所（
案
）」（
一
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九
八
五
年
）、「
二
一
世
紀
の
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
（
案
）」（
一
九
九
四
年
）
な
ど
、
演
習
林
の
役
割
、
存
在
意
義
を
提
示

し
て
き
た
。
ま
た
、
第
二
期
長
期
計
画
に
入
っ
て
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
の
改
革
の
努
力
を
踏
ま
え
、
二
一
世
紀
の
演
習
林
の
進
む
べ
き

方
向
性
を
視
野
に
入
れ
て
全
国
共
同
利
用
施
設
「
北
海
道
大
学
北
方
森
林
圏
研
究
セ
ン
タ
ー
」
構
想
（
一
九
九
六
年
）
を
打
ち
出
し
た
。

そ
し
て
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
時
点
で
演
習
林
は
、
北
大
の
他
の
生
物
系
諸
施
設
と
合
体
す
る
新
し
い
組
織
再
編
の
概
算
要
求
を

提
出
し
て
い
る
。

第
三
章

近
代
的
教
育
・
研
究
機
関
へ
発
展
す
る
地
方
演
習
林

第
一
節

北
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

前
述
の
と
お
り
、
第
二
期
長
期
計
画
に
よ
り
北
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
目
的
は
、
各
地
方
演
習
林
の
枠
を
越
え
た
活

動
を
促
進
し
、
組
織
的
な
教
育
・
研
究
活
動
を
効
率
よ
く
実
施
す
る
こ
と
に
あ
る
。
対
象
フ
ィ
ー
ル
ド
は
天
塩
、
中
川
、
雨
龍
の
各
地

方
演
習
林
及
び
林
木
育
種
試
験
場
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
ご
と
に
研
究
課
題
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
包
括

す
る
形
で
、
北
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
研
究
課
題
は
「
北
方
森
林
資
源
の
持
続
的
利
用
法
の
確
立
」
と
さ
れ
て
い
る
。
各
地
方
演
習
林
の
技

術
官
は
北
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
室
に
属
す
る
と
と
も
に
、
北
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
全
体
の
教
育
・
研
究
活
動
を
横
断
的
に
支
援
す
る
組
織
と

し
て
北
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
班
も
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
運
用
上
の
職
名
で
官
制
化
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
北
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
長
（
教

官
）
も
指
名
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
北
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
構
成
す
る
道
北
の
三
地
方
演
習
林
お
よ
び
林
木
育
種
試
験
場
に
つ
い
て
、
そ
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れ
ぞ
れ
最
近
の
歩
み
を
中
心
に
概
説
す
る
。

一

天
塩
地
方
演
習
林
（
天
塩
研
究
林
）

天
塩
地
方
演
習
林
は
幌
延
町
問
寒
別
地
区
に
位
置
し
、
わ
が
国
最
北
の
森
林
地
帯
に
属
す
る
。
演
習
林
は
天
塩
川
支
流
の
問
寒
別
川

を
逆
Ｕ
字
状
に
囲
む
形
を
し
て
い
る
。
北
か
ら
南
に
流
れ
る
問
寒
別
川
の
西
側
と
東
側
で
は
地
質
、
植
生
が
大
き
く
異
な
る
。
西
側
は

新
第
三
紀
の
地
層
か
ら
な
り
、
針
広
混
交
林
が
広
が
る
。
一
方
、
東
側
の
地
質
は
白
亜
紀
層
か
ら
な
り
、
蛇
紋
岩
が
分
布
し
て
い
る
。

蛇
紋
岩
地
帯
で
は
土
壌
の
特
質
か
ら
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
純
林
が
成
立
し
て
い
る
ほ
か
、
テ
シ
オ
コ
ザ
ク
ラ
な
ど
の
希
少
な
植
物
も
分
布

し
て
い
る
。
天
塩
地
方
演
習
林
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
大
面
積
の
山
火
事
跡
地
の
存

在
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
明
治
後
期
以
来
、
発
生
し
た
数
回
の
山
火
事
に
由
来
す
る

も
の
で
あ
り
、
い
ま
だ
そ
の
多
く
が
未
立
木
サ
サ
地
の
ま
ま
で
あ
る
。

一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
の
開
設
当
初
か
ら
天
塩
地
方
演
習
林
で
も
積
極
的
な
伐

採
が
行
な
わ
れ
、
同
時
に
山
火
事
跡
地
へ
の
造
林
も
早
い
時
期
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
こ

の
造
林
は
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
継
続
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
な
お
大
き
な
課

題
の
一
つ
で
あ
る
。
一
九
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
頃
か
ら
機
械
化
の
進
行
な
ど
に
よ
っ

て
技
術
力
が
向
上
し
、
天
然
更
新
補
助
作
業
に
新
し
い
試
み
が
導
入
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
過
を
へ
て
第
一
期
長
期
計
画
が
樹
立
さ
れ
た
。
天
塩
地
方
演
習
林
で

は
、「
北
海
道
北
部
針
広
混
交
林
の
生
態
解
明
と
更
新
技
術
の
確
立
」、「
蛇
紋
岩
地
帯

の
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
天
然
林
の
生
態
解
明
と
保
続
技
術
の
体
系
化
」、「
山
火
事
跡
地
森
林

造
成
試
験
林
に
お
け
る
造
林
技
術
と
保
育
技
術
の
体
系
化
」
と
い
う
課
題
を
設
定
し
た
。
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こ
れ
ら
は
、
従
前
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
た
試
験
を
さ
ら
に
森
林
科
学
的
な
面
か
ら
深
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
天
然
林
の「
群

状
的
な
取
り
扱
い
」
が
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
北
海
道
北
部
の
森
林
で
は
小
面
積
の
破
壊
、
更

新
が
一
般
的
で
あ
る
と
の
知
見
に
基
づ
き
、
収
穫
作
業
の
さ
い
群
状
に
森
林
を
伐
採
し
て
更
新
を
促
進
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
扱
い
は
森
林
を
自
然
的
動
態
に
近
づ
け
た
手
法
と
も
、
森
林
動
態
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
探
る
手
法
と
も
言
え
る
。

第
一
期
長
期
計
画
に
先
立
つ
一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
か
ら
は
山
火
事
跡
地
造
林
事
業
費
が
執
行
さ
れ
（
一
九
九
七
年
ま
で
）、

蛇
紋
岩
地
帯
の
山
火
事
跡
地
に
精
力
的
に
植
裁
、
保
育
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
森
林
造
成
は
蛇
紋
岩
地
帯
の
特
殊
な
土
壌
を
対
象
に
実

施
さ
れ
、
し
か
も
風
衝
地
が
多
く
、
冬
期
に
は
積
雪
が
吹
き
払
わ
れ
て
土
壌
が
む
き
出
し
に
な
り
土
壌
凍
結
が
生
じ
る
な
ど
、
困
難
な

条
件
下
で
の
試
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
風
に
対
し
障
害
物
（
防
風
堆
雪
柵
）
を
設
け
て
雪
を
堆
積
さ
せ
、
植
栽
木
を
寒
風
か
ら
保
護
し

て
土
壌
凍
結
を
防
ぐ
な
ど
の
実
験
を
行
な
っ
た
ほ
か
、
気
象
、
土
壌
、
積
雪
な
ど
環
境
面
の
デ
ー
タ
取
得
に
も
力
が
入
れ
ら
れ
た
。
こ

の
環
境
調
査
に
は
、
国
内
外
の
劣
悪
な
条
件
下
で
の
応
用
調
査
を
目
指
す
意
図
も
含
ま
れ
て
い
る
。

第
二
期
長
期
計
画
で
は
大
課
題
と
し
て
「
森
林
機
能
の
解
明
と
そ
れ
ら
を
考
慮
し
た
山
地
利
用
・
保
全
方
法
の
確
立
」
が
掲
げ
ら
れ

た
。
こ
の
課
題
は
、
第
一
期
長
期
計
画
の
課
題
を
発
展
、
継
続
さ
せ
た
も
の
を
含
ん
で
い
る
が
、
さ
ら
に
森
林
機
能
の
解
明
に
注
目
し

た
研
究
を
位
置
づ
け
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
天
塩
地
方
演
習
林
で
は
地
域
に
よ
っ
て
地
質
が
大
き
く
異
な

り
、
ま
た
大
面
積
の
未
立
木
地
が
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
生
か
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
試
験
流
域
を
設
け
、
森
林
の
水
・
物
質
循

環
機
構
の
研
究
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
か
ら
は
国
立
環
境
研
究
所
と
共
同
で
カ
ラ
マ
ツ
林
の
二
酸
化
炭
素

吸
収
・
固
定
機
能
の
評
価
に
関
す
る
研
究
が
始
ま
っ
た
。
二
酸
化
炭
素
は
地
球
温
暖
化
の
最
大
要
因
で
あ
り
、
そ
の
抑
制
が
国
際
的
に

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
森
林
は
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
先
で
あ
る
が
、
そ
の
定
量
化
は
不
十
分
な
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
研
究
は
、

約
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
試
験
区
域
に
カ
ラ
マ
ツ
苗
木
を
植
栽
し
、
森
林
形
成
過
程
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
の
収
支
と
吸
収
機
構
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
世
界
的
に
見
て
も
貴
重
な
研
究
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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近
年
の
伐
採
量
減
少
な
ど
に
よ
り
、
演
習
林
と
地
域
の
経
済
的
関
係
が
希
薄
化
し
て
い
る
の
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
問
寒
別
地
区

の
生
活
用
水
が
演
習
林
か
ら
流
出
す
る
河
川
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
な
ど
、
有
機
的
な
関
係
は
今
後
も
不
変
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
述
べ
た

よ
う
な
環
境
と
森
林
の
研
究
が
今
後
の
大
き
な
柱
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
の
結
果
を
も
含
ん
で
、
さ
ら
に
社
会
科
学
的
な
視

点
も
入
れ
た
、
例
え
ば
問
寒
別
川
流
域
の
総
合
研
究
な
ど
も
近
い
将
来
、
行
わ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

二

中
川
地
方
演
習
林
（
中
川
研
究
林
）

北
海
道
北
部
を
北
流
す
る
天
塩
川
の
中
流
域
、
音
威
子
府
村
と
中
川
町
に
わ
た
っ
て
中
川
地
方
演
習
林
が
位
置
す
る
。
ペ
ン
ケ
山（
七

一
六
メ
ー
ト
ル
）
と
パ
ン
ケ
山
（
六
三
一
メ
ー
ト
ル
）
を
主
峰
と
し
、
堆
積
岩
が
大
部

分
を
占
め
る
も
の
の
帯
状
に
分
布
す
る
蛇
紋
岩
帯
が
特
徴
的
で
あ
る
。
植
生
は
温
帯
か

ら
亜
寒
帯
へ
の
移
行
帯
（
汎
針
広
混
交
林
帯
）
で
あ
り
、
自
生
す
る
高
等
植
物
は
八
五

科
二
六
五
属
四
四
八
種
を
数
え
る
。
キ
タ
コ
ブ
シ
、
カ
ツ
ラ
な
ど
温
帯
性
樹
種
の
北
限

で
あ
る
。
針
広
混
交
林
の
構
成
種
は
ト
ド
マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ツ
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
、
ミ
ズ

ナ
ラ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
カ
ン
バ
類
な
ど
で
あ
り
、
ト
ド
マ
ツ
純
林
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ

純
林
等
も
成
立
し
て
い
る
。
標
高
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
岳
地
で
は
ハ
イ
マ
ツ
が

出
現
し
、
森
林
限
界
が
形
成
さ
れ
る
。
森
林
の
全
域
が
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
さ
れ
て
お

り
（
指
定
期
間
一
九
八
七
〜
二
〇
〇
七
年
、
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
）、
オ

ジ
ロ
ワ
シ
や
ク
マ
タ
カ
、
ヒ
グ
マ
や
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
多
く
の
野
生
鳥
獣
の
生
息
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
鳥
獣
保
護
区
設
定
に
よ
る
の
か
、
近
年
、
中
川
地
方
演
習
林
内
で
は
野

生
鳥
獣
が
増
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
保
安
林
（
七
六
六
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
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森
林
法
）、
砂
防
指
定
地
（
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
砂
防
法
）、
地
す
べ
り
指
定
地
（
二
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
地
す
べ
り
防
止
法
）
が
存
在
す
る
。

中
川
地
方
演
習
林
の
森
林
は
保
存
林
と
試
験
林
に
区
分
さ
れ
る
。
パ
ン
ケ
原
生
保
存
地
区
は
蛇
紋
岩
地
帯
の
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
天
然
林

お
さ
し
ま

で
あ
り
、
ヤ
マ
ベ
の
保
護
水
面
を
含
む
。
筬
島
原
生
保
存
地
区
で
は
針
広
混
交
林
を
主
体
と
し
た
原
生
状
態
に
近
い
天
然
林
を
保
存
し
、

そ
の
長
期
的
遷
移
を
観
察
し
て
い
る
。
照
査
法
試
験
林
で
は
成
長
量
に
見
合
っ
た
伐
採
を
行
い
、
持
続
的
資
源
利
用
を
検
討
し
て
い
る
。

総
合
経
営
試
験
林
で
は
天
然
林
施
業
を
体
系
的
に
実
施
し
、
技
術
者
お
よ
び
労
働
組
織
の
技
術
養
成
を
目
的
と
し
て
い
る
。
中
川
地
方

演
習
林
全
体
で
お
よ
そ
六
〇
カ
所
の
長
期
観
察
林
が
設
定
さ
れ
、
森
林
施
業
を
含
む
森
林
科
学
に
関
す
る
研
究
の
場
と
し
て
北
大
に
限

ら
ず
全
国
の
大
学
関
係
者
が
利
用
し
て
い
る
。
中
川
地
方
演
習
林
で
は
「
北
方
森
林
の
長
期
動
態
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
」
を
大
課
題
と

し
、
そ
の
下
で
個
別
の
研
究
を
展
開
し
て
い
る
。
か
き
起
し
や
地
拵
え
の
効
果
、
造
林
地
の
更
新
過
程
、
サ
サ
の
制
御
・
管
理
な
ど
森

林
施
業
に
関
す
る
課
題
が
あ
る
。
ま
た
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
（
生
物
季
節
）
や
植
生
遷
移
、
更
新
、
撹
乱
な
ど
の
森
林
動
態
、
さ
ら
に
野
生

動
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
に
建
設
し
た
林
冠
観
測
塔
で
は
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
や
林
内

微
気
象
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
地
球
温
暖
化
を
意
識
し
た
研
究
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
に
設
定
し
た
孤
立

林
研
究
地
域
で
は
風
衝
の
影
響
、
裸
地
で
の
植
生
回
復
な
ど
の
デ
ー
タ
を
集
積
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
に
北
緯
四
四

度
四
四
分
四
四
秒
地
点
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
森
を
設
定
し
た
が
、
こ
こ
で
は
樹
木
の
年
輪
や
凍
裂
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
を
分
析
し
て
自

然
環
境
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

音
威
子
府
村
、
中
川
町
の
開
拓
は
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
代
初
頭
、
演
習
林
の
開
設
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
始
ま
っ
た
。
当
時
の
演

習
林
は
労
働
力
雇
用
、
自
家
用
材
の
低
価
格
供
給
な
ど
を
通
し
て
地
域
と
密
接
な
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
。
現
在
で
は
水
源
か
ん
養
機

能
、
災
害
防
止
機
能
の
ほ
か
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
景
観
的
価
値
、
環
境
教
育
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
提
供
な
ど
多
面
的
機
能

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
中
川
地
方
演
習
林
の
森
林
内
に
国
道
四
〇
号
音
威
子
府
バ
イ
パ
ス
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
地
元
自
治
体
や
住
民
か
ら
の
要
請
が
強
い
。
そ
の
た
め
中
川
地
方
演
習
林
は
道
路
建
設
が
地
元
の
地
域
振
興
に
寄
与
す
る
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こ
と
を
条
件
に
建
設
の
是
非
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
通
過
予
定
地
周
辺
の
自
然
環
境
に
対
す
る
影
響
を
出
来
る
だ
け
低
減

さ
せ
る
よ
う
研
究
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
中
川
地
方
演
習
林
は
寒
冷
な
気
候
、
蛇
紋
岩
帯
の
分
布
等
の
環
境
条
件
を
有
し
た
学
術
的
価
値
が
高
い
フ
ィ
ー
ル
ド
で

あ
る
。
地
球
温
暖
化
を
意
識
し
、
遺
伝
子
レ
ベ
ル
か
ら
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
（
景
観
）
レ
ベ
ル
ま
で
至
る
森
林
生
態
系
の
研
究
、
環
境
教

育
等
の
場
の
提
供
、
さ
ら
に
国
道
四
〇
号
音
威
子
府
バ
イ
パ
ス
問
題
に
伴
う
自
然
環
境
調
査
と
地
域
振
興
へ
の
貢
献
な
ど
多
様
な
研
究

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
高
度
な
技
術
開
発
と
そ
の
た
め
の
組
織
体
制
整
備
を
意
図
し
て
い
る
。

三

雨
龍
地
方
演
習
林
（
雨
龍
研
究
林
）

雨
龍
地
方
演
習
林
の
森
林
は
、
か
つ
て
は
北
海
道
の
他
地
域
に
類
例
を
見
な
い
ほ
ど

豊
か
な
内
容
の
林
層
構
造
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
に
、
演
習
林
の
歴
史
の

な
か
で
他
の
ど
の
地
方
演
習
林
よ
り
も
強
度
な
伐
採
の
対
象
と
な
り
、
さ
ら
に
一
九
五

四
（
昭
和
二
九
）
年
の
台
風
一
五
号
（
洞
爺
丸
台
風
）
で
不
幸
に
し
て
甚
大
な
自
然
災

害
も
被
っ
た
。
そ
の
結
果
、
今
日
で
は
大
径
木
は
極
端
に
少
な
く
な
り
、
小
径
木
の
著

し
く
多
い
林
相
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
森
林
に
関
し
て
雨
龍
地
方
演
習
林
で
は
、
第
一
期
長
期
計
画
に
お
い
て

「
針
広
混
交
林
の
生
態
解
明
と
森
林
造
成
技
術
の
確
立
」、「
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
天
然
林
の

生
態
解
明
と
森
林
造
成
技
術
の
確
立
」、「
各
種
機
械
に
よ
る
施
業
技
術
の
確
立
」
な
ど

の
試
験
課
題
を
掲
げ
、
針
広
混
交
林
や
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
林
の
再
生
を
目
指
す
べ
く
機
械

力
を
利
用
し
た
多
彩
な
森
林
更
新
方
法
の
体
系
化
に
努
め
て
き
た
。
こ
の
方
向
性
は
第
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二
期
長
期
計
画
に
も
引
き
継
が
れ
、
さ
ら
に
多
様
な
更
新
方
法
の
開
発
と
森
林
の
育
成
が
中
心
課
題
の
一
つ
と
し
て
据
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
天
然
生
林
の
復
元
に
あ
た
っ
て
、
復
元
目
的
や
利
用
上
の
意
義
を
明
確
に
す
る
目
的
か
ら
朱
鞠
内
湖
と
周
辺
の
景
観
に
着
目
し
、

湖
を
中
心
に
据
え
た
北
方
自
然
景
観
の
創
造
と
多
様
な
管
理
・
利
用
形
態
の
追
求
を
中
心
課
題
の
第
二
に
設
定
し
、
両
者
を
合
わ
せ
て

大
課
題
「
天
然
生
林
復
元
技
術
の
開
発
と
北
方
自
然
景
観
の
創
造
・
管
理
」
を
設
け
て
い
る
。

母
子
里
地
区
に
お
け
る
気
象
観
測
デ
ー
タ
を
除
く
と
、
雨
龍
地
方
演
習
林
の
科
学
的
基
礎
デ
ー
タ
は
他
の
地
方
演
習
林
と
比
較
し
て

不
十
分
な
部
分
も
あ
っ
た
が
、
第
二
期
長
期
計
画
に
は
い
り
「
湿
地
生
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
林
の
立
地
環
境
調
査
」、
全
国
大
学
演
習
林
の

共
同
研
究
で
あ
る
「
樹
木
フ
ェ
ノ
ロ
ジ
ー
観
測
・
酸
性
降
下
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」、「
安
山
岩
流
域
に
お
け
る
水
循
環
特
性
の
把
握
と
森

林
の
影
響
解
明
」、「
ク
ト
ン
ベ
ツ
湿
原
の
構
造
と
保
全
に
関
す
る
調
査
」、「
種
子
生
産
量
、
リ
タ
ー
の
分
解
速
度
の
長
期
観
測
」、「
野

生
動
物
生
息
調
査
」、「
か
き
起
し
方
法
に
よ
る
更
新
状
況
の
違
い
」
な
ど
の
長
期
的
な
組
織
研
究
が
開
始
さ
れ
、
デ
ー
タ
の
集
積
が
行

わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
統
合
し
た
形
で
「
朱
鞠
内
湖
と
そ
の
流
域
を
中
心
と
し
た
環
境
変
化
と
生
物
多
様
性
の
保
全
の
長
期
総
合
研

究
」
構
想
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
、
雨
龍
地
方
演
習
林
の
大
課
題
を
達
成
す
る
た
め
の
調
査
・
研
究
に
関
す
る
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
が
提
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
構
想
は
演
習
林
以
外
の
研
究
者
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
大
規
模
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
連
動
す
る
形
で
動
き
出
す
可
能
性
も
あ
り
、
教
育
・
研
究
機
関
と
し
て
の
北
大
演
習
林
の
存
在
価
値
を
示
す
目
玉
と
も
な
り
う
る

も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
演
習
林
を
一
般
開
放
す
る
試
み
の
一
つ
と
し
て
、「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ト
レ
イ
ル
」
と
名
付
け
た
学
生
実
習
林
の

整
備
を
幌
加
内
町
及
び
母
子
里
自
治
区
と
共
同
で
企
画
し
て
い
る
。
そ
の
場
所
で
は
森
林
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
行
わ
れ
て
お

り
、
研
究
成
果
を
随
時
パ
ネ
ル
で
公
開
し
、
森
林
科
学
に
関
す
る
最
新
の
知
識
や
情
報
を
研
究
者
以
外
の
人
た
ち
に
も
知
っ
て
も
ら
う

努
力
を
重
ね
て
い
る
。

一
方
、
大
学
院
「
北
方
森
林
保
全
学
講
座
」
設
立
と
と
も
に
、
雨
龍
地
方
演
習
林
の
名
寄
庁
舎
に
も
大
学
院
生
が
多
数
配
属
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
に
励
ん
で
い
る
。
ま
た
第
二
期
長
期
計
画
の
特
徴
で
あ
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想
の
実
現
に
向
け
て
、
雨
龍
地
方
演
習
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林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
管
理
や
組
織
研
究
を
効
率
よ
く
遂
行
す
る
た
め
、
雨
龍
地
方
演
習
林
の
教
官
と
技
術
官
の
勤
務
場
所
を
名
寄
庁
舎
か

ら
母
子
里
作
業
所
（
幌
加
内
町
内
）
に
移
動
し
た
。
諸
般
の
事
情
か
ら
事
務
組
織
と
地
方
演
習
林
長
は
い
ま
だ
名
寄
に
残
ら
ざ
る
を
得

な
い
が
、
な
る
べ
く
早
期
に
雨
龍
地
方
演
習
林
の
す
べ
て
を
母
子
里
に
移
し
、
北
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
名
寄
市
）
と
の
完
全
分
離
を
実
現

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

四

林
木
育
種
試
験
場

林
木
育
種
試
験
場
は
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
三
月
ま
で
名
寄
林
木
育
種
試
験
場
と
い

わ
れ
て
い
た
が
、
各
地
方
演
習
林
と
の
相
互
関
係
を
踏
ま
え
て
、
教
育
・
研
究
の
対
象
地

域
を
限
定
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
そ
れ
ま
で
の
名
称
を
現
在
の
名
称
に
変
更
し
た
。
林
木

育
種
試
験
場
の
歴
史
は
、
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
に
名
寄
市
郊
外
の
土
地
約
二
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
購
入
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
目
的
は
、
植
栽
樹
木
の
遺
伝
的
改
良
に
関

す
る
教
育
・
研
究
の
推
進
と
、
そ
の
実
践
の
た
め
に
主
と
し
て
天
塩
、
中
川
、
雨
龍
地
方

演
習
林
に
苗
木
を
供
給
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
林
木
育
種
試
験
場
設
立
の
の
ち
こ
れ
ら
の
地

方
演
習
林
で
は
、
遺
伝
的
に
優
良
な
種
子
の
供
給
源
で
あ
る
採
種
林
の
指
定
や
精
英
樹
の

選
定
が
行
わ
れ
、
ま
た
林
木
育
種
に
関
す
る
試
験
地
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

林
木
育
種
試
験
場
は
一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
ま
で
に
基
盤
整
備
を
行
い
、
最
近
で
は

ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
や
中
国
東
北
部
産
モ
ン
ゴ
リ
ナ
ラ
を
含
む
ナ
ラ
類
の
産
地
系
統
別
植
栽
試

験
地
を
増
設
す
る
と
と
も
に
、
各
地
方
演
習
林
と
の
協
力
体
制
強
化
を
図
っ
て
き
た
。

第
二
期
長
期
計
画
の
研
究
課
題
は
「
樹
木
遺
伝
子
資
源
の
収
集
・
保
全
と
そ
の
特
性
評

写真４ ナラ類の産地系統別試験（林木育種試験場）
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価
」
で
あ
る
。
第
一
期
長
期
計
画
で
は
「
北
方
系
樹
種
の
育
種
と
育
苗
・
保
育
技
術
の
体
系
化
」
が
大
課
題
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
以
前
と
同
じ
く
木
材
生
産
性
向
上
の
た
め
の
林
木
育
種
学
的
研
究
が
中
心
的
テ
ー
マ
だ
っ
た
。
し
か
し
第
二
期
長
期
計
画
に
当
た

り
、
森
林
に
対
す
る
社
会
的
要
請
が
著
し
く
高
ま
っ
て
い
る
情
勢
変
化
に
応
じ
て
林
木
育
種
試
験
場
の
研
究
課
題
も
改
め
ら
れ
た
。
そ

の
背
景
と
し
て
は
、
各
地
方
演
習
林
で
す
で
に
植
栽
面
積
や
植
栽
密
度
が
減
少
し
、
ま
た
植
栽
樹
種
も
多
様
化
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、

林
木
育
種
試
験
場
の
苗
木
生
産
量
が
設
立
当
初
の
年
間
一
八
万
本
あ
る
い
は
二
〇
万
本
以
上
の
水
準
か
ら
、
年
間
二
万
本
程
度
に
大
き

く
落
ち
込
ん
で
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

人
間
に
利
用
さ
れ
る
植
物
で
は
、
栽
培
化
が
進
ん
で
い
る
種
類
ほ
ど
、
栽
培
種
に
は
な
い
病
気
抵
抗
性
や
生
理
的
適
応
を
持
つ
遺
伝

資
源
と
し
て
の
野
生
種
あ
る
い
は
近
縁
種
が
か
え
っ
て
重
要
で
あ
る
。
同
時
に
、
野
生
の
生
物
群
は
自
然
へ
の
適
応
を
図
る
た
め
に
自

分
自
身
の
遺
伝
資
源
に
頼
っ
て
い
る
。
最
近
、
重
要
視
さ
れ
て
い
る
生
物
多
様
性
は
、
生
態
系
レ
ベ
ル
、
種
レ
ベ
ル
、
遺
伝
的
レ
ベ
ル

で
の
多
様
性
を
包
括
す
る
概
念
で
あ
る
が
、
希
少
種
は
種
の
多
様
性
を
維
持
す
る
た
め
に
保
全
す
べ
き
で
あ
り
、
遺
伝
資
源
と
し
て
も

重
要
で
あ
る
。
一
般
的
な
遺
伝
資
源
で
は
、
遺
伝
的
変
異
が
大
き
く
、
遺
伝
的
レ
ベ
ル
で
の
多
様
性
が
高
く
保
持
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
遺
伝
資
源
と
生
物
多
様
性
の
保
全
は
ま
さ
し
く
表
裏
一
体
を
な
す
と
い
え
よ
う
。
森
林
外
で
の
維
持
が
困
難
な

樹
木
の
遺
伝
資
源
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
生
存
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
状
況
か
ら
、
林
木
育
種
試
験
場
の
研
究
課
題「
樹

木
遺
伝
子
資
源
の
収
集
・
保
全
と
そ
の
特
性
評
価
」
は
将
来
を
見
据
え
た
今
日
的
課
題
で
あ
る
。

遺
伝
的
多
様
性
を
測
る
手
段
と
し
て
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
が
樹
木
研
究
の
領
域
に
取
り
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
仮
に
い
ろ
い
ろ

な
樹
種
に
つ
い
て
全
Ｄ
Ｎ
Ａ
塩
基
配
列
が
明
ら
か
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
新
た
な
遺
伝
的
情
報
が
得
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
遺
伝
子
が
ど
の
よ
う
な
形
質
を
支
配
し
て
い
る
か
を
知
る
に
は
、
成
長
や
形
態
あ
る
い
は
生
理
的
な
特
性
な
ど
、
従
来

か
ら
調
査
対
象
と
な
っ
て
い
た
形
質
に
つ
い
て
多
様
性
や
相
関
関
係
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
形
質
に

見
ら
れ
る
変
異
は
、
生
育
場
所
へ
の
適
応
進
化
の
産
物
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
従
来
の
産
地
系
統
試
験
な
ど
を
介
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し
た
遺
伝
資
源
の
特
性
評
価
は
、
生
物
の
多
様
性
を
保
全
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
、
古
く
て
新
し
い
研
究
課
題
で
あ
る
。

第
二
節

南
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

苫
小
牧
、
檜
山
、
和
歌
山
地
方
演
習
林
の
共
通
課
題
と
し
て
「
集
落
近
郊
の
森
林
に
お
け
る
自
然
と
人
間
の
共
生
系
の
確
立
」
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
方
演
習
林
は
集
落
の
近
く
に
位
置
す
る
里
山
林
あ
る
い
は
都
市
近
郊
林
で
あ
り
、
従
来
、
自
然
植
生
を

伐
採
し
、
針
葉
樹
苗
木
を
中
心
に
植
栽
し
て
人
工
林
の
比
率
を
高
め
て
き
た
。
つ
ま
り
労
働
力
を
集
約
的
に
投
入
し
て
き
た
の
で
あ
る

が
、
現
在
は
継
続
し
て
労
働
力
を
確
保
す
る
の
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
一
方
、
森
林
に
対
す
る
社
会
の
関
心
と
期
待
は
近
年
、
急
速

に
高
ま
り
、
ま
た
多
様
化
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
集
落
近
郊
の
森
林
で
は
保
健
休
養
機
能
や
環
境
保
全
機
能
が
大
き
く
見
直
さ
れ
て
い

る
。
三
つ
の
地
方
演
習
林
は
、
そ
れ
ぞ
れ
多
方
面
の
学
問
分
野
か
ら
森
林
機
能
の
解
明
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
人
々
の
森
林
利
用

を
促
進
し
な
が
ら
、
研
究
成
果
を
反
映
し
た
自
然
度
豊
か
な
現
代
の
里
山
作
り
や
都
市
近
郊
林
管
理
を
目
指
し
て
い
る
。

南
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
管
理
す
る
森
林
（
土
地
）
に
は
こ
の
三
つ
の
地
方
演
習
林
の
他
に
札
幌
実
験
苗
畑
（
北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
内
）、

豊
平
試
験
地
（
札
幌
市
南
区
簾
舞
及
び
同
南
区
小
金
湯
）
及
び
忍
路
試
験
地
（
小
樽
市
忍
路
）
が
あ
る
。
札
幌
実
験
苗
畑
は
林
木
育
種

の
研
究
、
環
境
緑
化
樹
の
養
苗
研
究
、
農
学
部
森
林
科
学
科
な
ど
の
学
生
実
習
等
に
、
豊
平
試
験
地
は
都
市
近
郊
に
お
け
る
天
然
林
の

動
態
研
究
、
ま
た
忍
路
試
験
地
は
風
衝
地
の
海
岸
林
造
成
試
験
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

一

苫
小
牧
地
方
演
習
林
（
苫
小
牧
研
究
林
）

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
に
創
設
さ
れ
た
苫
小
牧
地
方
演
習
林
は
二
七
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
全
域
が
樽
前
山
の
火
山
性
降
下
物
の
上

に
成
立
す
る
針
広
混
交
林
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
人
工
植
栽
が
進
め
ら
れ
、
三
分
の
一
は
人
工
林
に
転
換
し
た
。
三
分

部 局 史 916



の
二
は
天
然
林
が
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
の
洞
爺
丸
台
風
に
よ
っ
て
大
規
模
な
風
害
を
被
り
、
そ
の
半
分

は
二
次
林
化
し
て
い
る
。

一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
頃
か
ら
二
次
林
、
手
入
れ
が
遅
れ
が
ち
な
人
工
林
を
苫
小
牧
市
街
地
に
隣
接
す
る
都
市
林
と
し
て
位
置

づ
け
、
こ
れ
ら
の
森
林
に
対
し
て
保
育
を
中
心
と
す
る
施
業
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
そ
れ
と
と
も
に
庁
舎
周
辺
の
樹
木
園
を
大
規
模
に

整
備
し
て
市
民
に
開
放
す
る
こ
と
で
、
大
学
演
習
林
の
新
た
な
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
き
た
。
そ
の
こ
ろ
に
相
次
い
で
建
設
さ
れ
た
森
林

観
測
塔
や
森
林
資
料
館
は
、
当
時
と
し
て
は
他
に
類
を
見
な
か
っ
た
観
測
・
標
本
収
蔵
施
設
で
あ
り
、
苫
小
牧
地
方
演
習
林
の
将
来
の

あ
り
方
を
予
見
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

現
在
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
上
昇
に
と
も
な
う
温
暖
化
や
、
大
規
模
な
人
為
的
撹
乱
に
よ
る
生
物
多
様
性
の
減
少
が
地
球
規
模
で
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
課
題
に
応
え
る
べ
く
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
か
ら
低
温
科
学
研
究
所
、
地
球
環
境
科
学
研
究
科
な

ど
北
大
の
他
部
局
や
、
京
都
大
学
生
態
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
名
古
屋
大
学
大
気
水
圏
研
究
所
等
の
他
大
学
・
研
究
機
関
と
の
共
同
研
究

で
二
つ
の
大
き
な
国
際
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
一
つ
は
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
上
昇
に
樹
木
や
各
生
物
が
ど
の
よ
う

に
応
答
を
す
る
の
か
、
流
域
ス
ケ
ー
ル
で
の
炭
素
収
支
が
ど
う
変
化
す
る
の
か
と
い
う
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
「
地
球
圏
・
生

物
圏
国
際
共
同
研
究
計
画
―
陸
域
生
態
系
の
地
球
変
化
に
対
す
る
応
答
―
」（IG

B
P

）
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
西
太
平
洋
の
森
林
地
帯

を
中
心
に
、
高
緯
度
か
ら
低
緯
度
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
態
系
に
お
い
て
ど
の
く
ら
い
の
生
物
種
が
暮
ら
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
ら
の

生
物
は
ど
の
よ
う
な
相
互
作
用
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
を
解
明
す
る
「
地
球
環
境
撹
乱
下
に
お
け
る
生
物
多
様
性
の
保
全
及

び
生
命
情
報
の
維
持
管
理
に
関
す
る
総
合
的
基
礎
研
究
」
（D

IV
E

R
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）

年
ま
で
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
国
内
コ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
苫
小
牧
地
方
演
習
林
が
選
ば
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
中
心
的
役
割

を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
両
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
及
び
そ
れ
ら
に
先
行
し
て
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
か
ら
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）

年
ま
で
実
施
さ
れ
た
基
盤
研
究
に
よ
っ
て
各
種
の
大
規
模
野
外
実
験
・
観
測
施
設
が
整
備
さ
れ
、
す
で
に
大
き
な
研
究
成
果
を
あ
げ
つ
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つ
あ
る
。

D
IV

E
R

やIG
B

P

で
は
国
内
で
唯
一
、
世
界
的
に
も
四
番
目
と
な
る
林
冠
観
測
用
ゴ

ン
ド
ラ（
写
真
５
、
高
さ
二
五
メ
ー
ト
ル
、
半
径
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
を
カ
バ
ー
す
る
）

を
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
大
規
模
森
林
観
測
プ
ロ
ッ
ト
内
に
設
置
し
、
そ
れ
ま
で
に
設
置
し
て

い
た
林
冠
観
測
用
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
（
高
さ
二
三
メ
ー
ト
ル
、
底
面
積
一
五
×
一
五
平
方

メ
ー
ト
ル
の
範
囲
を
三
次
元
的
に
カ
バ
ー
す
る
）
と
併
せ
、
林
冠
部
の
機
能
と
樹
冠
の
維

持
・
成
長
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
樹
木
の
繁
殖
プ
ロ
セ
ス
、
昆
虫
群
集
の
三
次
元
分
布
な
ど
の
諸

研
究
に
活
用
し
て
い
る
。
森
林
―
河
川
エ
コ
ト
ー
ン
で
は
一
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
よ

ぶ
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
の
設
置
を
行
い
、
生
態
系
間
の
生
物
や
物
質
の
流
れ
を
遮
断
す
る

こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
生
態
系
で
生
物
多
様
性
が
い
か
に
低
下
す
る
か
を
研
究
し
て
い
る
。

ま
た
ガ
ス
フ
ラ
ッ
ク
ス
観
測
用
タ
ワ
ー
、
量
水
観
測
堰
な
ど
も
設
置
し
、
流
域
ス
ケ
ー
ル

で
落
葉
広
葉
樹
林
の
二
酸
化
炭
素
固
定
量
を
推
定
す
る
と
と
も
に
、
変
動
環
境
に
対
す
る

樹
種
毎
の
応
答
パ
タ
ー
ン
の
検
出
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
演
習
林
内
全
域
に
は
一
七
一
個
所
に
お
よ
ぶ
林
分
成
長
量
調
査
区
を
設
け

て
、
生
物
多
様
性
の
異
な
る
森
林
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
固
定
機
能
の
比
較
観
測
を
続
け
て
お
り
、G

IS

と
併
せ
て
地
域
ス
ケ
ー
ル
で

森
林
の
バ
イ
オ
マ
ス
と
炭
素
固
定
量
を
評
価
す
る
基
礎
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
他
に
森
林
群
集
に
お
け
る
多
様
性
や
光
・
土
壌
養
分
操
作
実
験
、
林
冠
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
や
放
牧
試
験
地
な
ど
大
規
模

野
外
実
験
施
設
の
設
置
に
よ
り
、
生
物
多
様
性
が
森
林
生
態
系
に
与
え
る
影
響
の
評
価
も
行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
森
林
内
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
個
別
研
究
や
学
生
実
習
が
行
わ
れ
て
お
り
、
苫
小
牧
地
方
演
習
林
は
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
役
割
を
最
大
限

に
発
揮
し
つ
つ
あ
る
。

写真５ 苫小牧地方演習林の林冠観測用ゴンドラ
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二

檜
山
地
方
演
習
林
（
檜
山
研
究
林
）

檜
山
地
方
演
習
林
は
、
北
海
道
渡
島
半
島
の
脊
梁
山
脈
（
標
高
約
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
源
を
発
す
る
天
の
川
が
形
成
し
た
沖
積
平

野
を
見
下
ろ
す
里
山
に
位
置
し
て
い
る
。
現
在
、
地
元
の
上
ノ
国
町
で
は
、
大
正
期
か
ら
地
域
経
済
を
支
え
て
き
た
米
の
自
由
化
問
題

や
ス
ギ
・
カ
ラ
マ
ツ
林
業
の
不
振
に
よ
っ
て
、
地
域
経
済
の
基
盤
が
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
い
る
。
檜
山
地
方
演
習
林
は
こ
う
し
た

社
会
的
背
景
を
踏
ま
え
て
、
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
か
ら
里
山
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は
、
檜
山
地
方
演
習
林
の

カ
ラ
マ
ツ
不
成
績
人
工
林
で
ジ
ネ
ン
ジ
ョ
栽
培
試
験
、
同
ス
ギ
不
成
績
人
工
林
で
ワ
サ
ビ
栽
培
試
験
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

研
究
は
、
放
置
さ
れ
て
荒
れ
た
人
工
林
、
二
次
林
を
ふ
た
た
び
木
材
生
産
の
場
と
し
て
蘇
え
ら
せ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
単
年
度
収

益
に
結
び
つ
く
市
場
価
値
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
地
域
に
広
く

分
布
す
る
農
家
林
を
念
頭
に
置
い
て
、
森
林
の
多
目
的
利
用
の
体
系
化
を
図
り
、
同
時

に
農
家
経
済
を
補
填
す
る
農
家
林
の
意
義
を
見
い
だ
す
試
み
を
檜
山
地
方
演
習
林
で
実

験
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
商
品
生
産
の
場
と
し
て
の
み
利
用
さ
れ
て
い
る
限
り
、

里
山
の
自
然
は
あ
く
ま
で
も
個
人
的
な
利
益
追
求
の
手
段
に
過
ぎ
ず
、
決
し
て
地
域
社

会
の
共
有
財
産
に
は
な
り
得
な
い
。
そ
こ
で
最
近
、
檜
山
地
方
演
習
林
で
は
、
里
山
研

究
の
基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
市
場
経
済
と
は
無
縁
の
交
換
品
、
贈
答
品
あ
る
い
は
自

家
用
品
の
生
産
に
置
き
、
市
場
競
争
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
商
品
価
値
に
つ
い
て
は

必
要
最
小
限
の
規
模
で
開
発
す
る
こ
と
と
し
て
、
地
域
の
自
然
や
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い

里
山
の
あ
り
方
を
新
た
に
模
索
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
山
菜
採
取
を
媒
介
に
し
た

里
山
と
地
域
住
民
の
社
会
経
済
的
関
係
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
」、
少
量
・
不
均
質

写真６ 人工林内でのジネンジョ栽培試験
（檜山地方演習林）
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性
の
た
め
市
場
性
に
乏
し
い
イ
タ
ヤ
シ
ロ
ッ
プ
の
製
造
、
小
沢
源
頭
部
の
湧
水
を
利
用
し
た
沢
ワ
サ
ビ
の
小
規
模
栽
培
な
ど
を
実
践
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
生
産
が
里
山
と
地
域
社
会
の
諸
関
係
確
立
に
果
た
す
役
割
の
科
学
的
究
明
を
意
図
し
て
い
る
。

ま
た
、
馬
を
使
っ
た
ス
ギ
間
伐
材
の
集
材
に
関
す
る
研
究
、
小
型
木
造
漁
船
の
船
体
建
造
に
関
す
る
研
究
や
炭
焼
き
体
験
な
ど
も
行

い
、
里
山
に
お
け
る
生
産
活
動
は
本
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
素
材
と
生
産
手
段
を
柔
軟
に
加
工
、
利
用
す
る
技
能
労
働
が
中
心
に
な
っ

て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
地
域
住
民
相
互
の
日
常
的
な
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
て
檜
山
地
方
演
習

林
の
里
山
研
究
は
、
地
域
に
お
け
る
経
済
、
文
化
の
歴
史
的
認
識
と
今
後
の
発
展
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
そ
こ
に
暮
ら
す
地
域
住
民

の
新
た
な
協
同
形
態
の
あ
り
方
を
探
る
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

三

和
歌
山
地
方
演
習
林
（
和
歌
山
研
究
林
）

和
歌
山
地
方
演
習
林
は
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
古
座
川
町
平
井
の
区
有
林
四
二
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
購
入

し
て
創
設
さ
れ
た
。
そ
の
経
緯
は
、
地
元
古
老
に
よ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
北
大
演
習
林
に
は
森
林
植
物
帯
上
の
暖
帯
林
と
日
本
の

代
表
的
な
造
林
樹
種
で
あ
る
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
森
林
が
欠
け
て
い
た
。
そ
の
た
め
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
よ
り
、
両
樹
種
の
見
本
林

を
作
る
目
的
で
演
習
林
候
補
地
を
本
州
に
探
し
て
い
た
が
、
全
国
知
事
会
議
の
席
上
で
北
大
の
話
題
が
出
さ
れ
た
。
和
歌
山
県
知
事
が

こ
の
話
を
引
き
受
け
て
県
内
に
候
補
地
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
古
座
川
町
平
井
集
落
が
提
供
を
申
し
出
て
演
習
林
創
設
に
至
っ
た
。
そ
の

後
、
苗
畑
用
地
と
庁
舎
敷
地
を
増
や
し
、
現
面
積
は
四
二
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。

森
林
施
業
と
林
学
の
教
育
・
研
究
を
開
始
し
た
の
は
、
創
設
か
ら
三
年
後
の
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
で
あ
る
。
当
時
の
林
況
は
天

然
更
新
に
よ
り
成
立
し
た
広
葉
樹
二
次
林
が
大
部
分
で
、
峰
筋
や
搬
出
困
難
な
個
所
に
は
部
分
的
に
天
然
の
針
葉
樹
が
混
在
し
て
い
た
。

森
林
の
取
り
扱
い
方
針
は
、本
州
の
一
般
的
状
況
に
従
っ
て
天
然
林
を
伐
採
し
て
パ
ル
プ
材
生
産
と
製
炭
を
行
い
、そ
の
跡
地
に
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
を
植
林
す
る
も
の
だ
っ
た
。
特
に
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
に
天
然
林
の
伐
採
と
針
葉
樹
人
工
造
林
を
集
中
的
に
行
い
、
そ
の
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結
果
、
現
在
の
森
林
構
成
は
人
工
林
三
二
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
七
五
％
）、
天
然
林
六

七
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
一
六
％
）
及
び
そ
の
他
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
森
林
分
布
を
反
映

し
て
、
第
一
期
長
期
計
画
で
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
育
林
技
術
確
立
や
木
材
生
産
性
向

上
を
中
心
に
研
究
課
題
が
設
定
さ
れ
た
。

だ
が
第
二
期
長
期
計
画
で
は
、
引
き
続
き
こ
れ
ら
の
課
題
を
重
視
す
る
一
方
、
森

林
に
対
す
る
社
会
的
要
求
が
深
ま
り
、
か
つ
多
様
化
し
て
い
る
状
況
か
ら
、
環
境
保

全
や
森
林
生
物
多
様
性
の
保
存
に
関
わ
る
研
究
課
題
も
位
置
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
期
長
期
計
画
の
大
課
題
は
「
暖
帯
林
に
お
け
る
潜
在
生
物
相
の
回
復
と
人
工
林

施
業
と
の
調
和
」
で
あ
り
、
そ
の
下
に
個
別
課
題
と
し
て
「
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工
林

の
施
業
技
術
体
系
の
確
立
」、「
暖
帯
林
を
構
成
す
る
在
来
生
物
相
の
記
載
及
び
そ
の

保
存
・
増
殖
と
管
理
」、「
森
林
の
多
目
的
利
用
方
法
の
開
発
・
検
討
」
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
森
林
地
域
の
地
球
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
地
元
平
井
川
の
在
来
種
で

あ
る
ア
マ
ゴ
の
養
殖
、
シ
カ
に
よ
る
ヒ
ノ
キ
食
害
の
防
止
対
策
試
験
な
ど
も
行
わ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
紀
伊
半
島
全
体
の
森
林
管
理
に
共
通
す
る
課
題
で
も
あ
る
。

和
歌
山
地
方
演
習
林
は
北
大
演
習
林
の
な
か
で
は
特
に
遠
隔
地
に
所
在
し
、
道
内
の
地
方
演
習
林
と
は
植
生
の
異
な
る
森
林
を
擁
す

る
こ
と
か
ら
、
従
来
に
も
増
し
て
学
生
実
習
の
実
施
、
研
究
者
へ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
提
供
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
和

歌
山
地
方
演
習
林
が
地
元
の
平
井
集
落
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
住
民
に
対
す
る
研
修
や
森
林
体
験
の
場
の
提
供
も

強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
和
歌
山
地
方
演
習
林
は
森
林
施
業
上
の
新
た
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
地
域
住
民
へ
還
元
す
る
な
ど
、
地
元

の
期
待
に
積
極
的
に
応
え
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
に
は
森
林
資
源
利
用
を
テ
ー
マ
に
、
地
元
の
役
場
、
森
林
組
合
、
住

写真７ 和歌山地方演習林の地元・古座川町平井地区
（中央の大きな屋根が演習林庁舎）
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民
及
び
研
究
機
関
と
和
歌
山
地
方
演
習
林
と
の
あ
い
だ
で
新
た
な
研
究
会
を
発
足
さ
せ
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
除
伐
材
を
利
用
し
た
製
炭
と

キ
ノ
コ
生
産
、
サ
カ
キ
や
ワ
サ
ビ
の
栽
培
技
術
確
立
な
ど
の
共
同
研
究
に
着
手
し
た
。

和
歌
山
地
方
演
習
林
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工
林
施
業
と
潜
在
植
生
で
あ
る
照
葉
樹
へ
の
復
元
試
験
を
中
心
に
、
地
元
に
お
け
る
持
続

可
能
な
森
林
資
源
管
理
の
確
立
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
れ
は
同
時
に
森
林
管
理
を
通
じ
て
地
球
環
境
保
全
に
貢
献
す
る

課
題
で
あ
り
、
二
一
世
紀
の
人
類
に
課
せ
ら
れ
た
研
究
課
題
で
あ
る
。

第
四
章

演
習
林
の
二
世
紀
へ

以
上
の
よ
う
に
各
地
方
演
習
林
は
、
こ
こ
十
数
年
の
あ
い
だ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
自
然
条
件
、
社
会
条
件
に
基
づ
い
た
固
有
の
研
究
課
題

を
大
い
に
発
展
さ
せ
て
、
大
学
演
習
林
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
・
研
究
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
と
き
、
新
た
に
学
内

の
生
物
系
附
属
施
設
を
統
合
す
る
議
論
が
一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
足
掛
け
三
年
が
か
り
で
こ
の
議
論
が
煮
詰

ま
り
、
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
度
概
算
要
求
「
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
」
（
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
）

を
文
部
省
に
提
出
し
た
。
こ
れ
に
参
加
し
て
い
る
の
は
農
学
部
附
属
演
習
林
・
農
場
・
植
物
園
・
牧
場
、
理
学
部
附
属
臨
海
実
験
所
・

海
藻
研
究
施
設
、
水
産
学
部
附
属
洞
爺
湖
臨
湖
実
験
所
・
臼
尻
水
産
実
験
所
・
七
飯
養
魚
実
習
施
設
の
計
九
施
設
で
あ
る
。
こ
の
概
算

要
求
が
実
現
す
る
と
北
大
演
習
林
は
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
周
年
の
年
に
演
習
林
単
独
の
歴
史
に
終
止
符
を
打
ち
、
い
ま
ま
で
築
き
上
げ
て

き
た
演
習
林
の
内
実
の
更
な
る
発
展
が
今
度
は
よ
り
大
き
な
枠
組
み
の
な
か
で
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

〔
執
筆

神
沼
公
三
郎
（
一
章
、
四
章
）、
佐
藤
冬
樹
（
二
章
、
三
章
一
節
三
）、
門
松
昌
彦
（
三
章
一
節
、
三
章
一
節
四
）、
野
村
睦
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（
三
章
一
節
一
）、
池
上
佳
志
（
三
章
一
節
二
）、
船
越
三
朗
（
三
章
二
節
）、
日
浦
勉
（
三
章
二
節
一
）、
夏
目
俊
二
（
三
章
二
節
二
）、

車
柱
榮
（
三
章
二
節
三
）〕

参
考
文
献

石
城
謙
吉
『
森
は
よ
み
が
え
る
』
講
談
社
新
書
、
一
九
九
五
年

K
aw

anabe,
H

.
ed.

A
nnual

R
eport

1997
under

C
reative

B
asic

R
esearch

P
rogram

.
1998

日
浦
勉
編
「
北
方
林
の
三
次
元
構
造
と
多
様
性
維
持
機
構
の
解
明
」
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
報
告
書
、
二
〇
〇
〇
年

Ｏ
・
Ｈ
・
フ
ラ
ン
ケ
ル
、
Ｍ
・
Ｅ
・
ソ
レ
ー
（
三
菱
総
合
研
究
所
監
訳
）『
遺
伝
子
資
源
―
種
の
保
全
と
進
化
―
』
家
の
光
協
会
、
一

九
八
二
年

北
海
道
大
学
『
北
大
百
年
史

部
局
史
』
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
〇
年

北
海
道
大
学
農
学
部
附
属
演
習
林
『
演
習
林
業
務
資
料
第
一
八
号

和
歌
山
地
方
演
習
林
長
期
計
画
、
苫
小
牧
地
方
演
習
林
長
期
計
画

（
一
九
八
四
〜
一
九
九
三
）』
一
九
八
四
年
五
月

北
海
道
大
学
農
学
部
附
属
演
習
林
『
演
習
林
業
務
資
料
第
一
九
号

檜
山
地
方
演
習
林
長
期
計
画
（
一
九
八
四
〜
一
九
九
三
）』
一
九

八
五
年
三
月

北
海
道
大
学
農
学
部
附
属
演
習
林
『
演
習
林
業
務
資
料
第
二
〇
号

雨
龍
地
方
演
習
林
長
期
計
画
、
名
寄
林
木
育
種
試
験
場
長
期
計
画
、

中
川
地
方
演
習
林
長
期
計
画
、
天
塩
地
方
演
習
林
長
期
計
画
（
一
九
八
五
〜
一
九
九
四
）』
一
九
八
五
年
四
月

北
海
道
大
学
農
学
部
附
属
演
習
林
『
演
習
林
業
務
資
料
第
二
三
号

北
海
道
大
学
農
学
部
附
属
演
習
林
長
期
計
画
（
一
九
九
五
〜
二
〇
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〇
四
）』
一
九
九
五
年

和
田
英
太
郎
編
「
陸
域
生
態
系
の
地
球
環
境
変
化
に
対
す
る
応
答
」
成
果
報
告
書
、
一
九
九
八
年

渡
植
彦
太
郎
「
技
術
が
労
働
を
こ
わ
す
」『
農
文
協

人
間
選
書
九
十
九
』
一
九
八
六
年
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